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トピックスtopics

ｐ1 ◆�ブロック別「農業委員研修･交流会」始まる�
—テーマは“農地と担い手を活かす委員会活動”

ｐ2 ◆�京の農林秋祭り（上賀茂神社）で農地相談�
—京都市農委会と相談コーナーを共同運営

　　◆支援員を紹介します２
ｐ3 ◆�ＴＰＰへの参加、断固反対を要請�

—府議会も意見書を提出
　　◆田舎ぐらし現地見学ツアーを開催
ｐ4 ◆会議員の異動、常任会議だより　ほか

　

農
業
会
議
が
府
内
５
ブ
ロ
ッ
ク
で
開

催
す
る
「
農
業
委
員
研
修
・
交
流
会
」
が
、

�2
月
�6
日
、
山
城
北
ブ
ロ
ッ
ク
で
ス

タ
ー
ト
。
同
2�
日
に
は
、
京
都
乙
訓
ブ

ロ
ッ
ク
で
も
開
催
し
、
い
ず
れ
も
全
体

会
と
分
散
会
で
「
地
域
の
課
題
に
即
し

た
委
員
会
活
動
」
に
つ
い
て
学
び
あ
い

ま
し
た
。

◆　
　

◆　
　

◆

　

今
年
は
、〝
農
地
と
担
い
手
を
守
り

活
か
す
視
点
で
委
員
会
活
動
を
強
化
す

る
〟
を
統
一
テ
ー
マ
に
、
法
定
化
さ
れ

た
農
地
利
用
状
況
調
査
と
農
地
保
全
・

有
効
利
用
に
向
け
た
取
り
組
み
を
研

修
・
交
流
し
て
い
ま
す
。

		

山
城
北
ブ
ロ
ッ
ク
の
全
体
会
で
は
、

加
古
川
市
農
業
委
員
会
の
石
原
一
公
会

長
が
「
農
業
委
員
会
活
動
の
活
性
化
と

農
業
委
員
の
意
識
改
革
」
に
つ
い
て
講

演
。「
毎
月
、
農
業
委
員
が
ク
イ
ズ
形

式
で
農
地
法
・
基
盤
法
等
に
つ
い
て
研

鑽
を
積
み
重
ね
、
法
令
事
務
を
適
正
に

行
っ
て
い
る
」こ
と
や「
地
区
別
に〝
農

地
を
守
り
隊
〟
を
結
成
し
、
地
域
に
見

え
る
形
で
遊
休
農
地
対
策
に
取
り
組
み

成
果
を
あ
げ
て
い
る
」
こ
と
な
ど
を
学

び
ま
し
た
。

　

京
都
乙
訓
ブ
ロ
ッ
ク

の
全
体
会
で
は
、
長
岡

京
市
か
ら
「
タ
ケ
ノ
コ

畑
の
保
全
と
再
生
利
用

活
動
」
に
つ
い
て
、
京

都
市
か
ら
「
農
業
体
験

農
園
（
久
我
み
や
に
し

ふ
れ
あ
い
農
園
）
の
取

り
組
み
」
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
報
告
を
受
け

て
、
現
地
視
察
を
行
い

ま
し
た
。

◆　
　

◆　
　

◆

　

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の

分
散
会
で
は
、
改
正
農

地
法
で
農
業
委
員
会
に

義
務
づ
け
ら
れ
た
利
用

状
況
調
査
の
実
施
方
法

や
、
そ
の
後
の
活
動
に

よ
っ
て
遊
休
農
地
を
解
消
し
た
経
験
を

発
表
し
あ
う
な
ど
、
活
発
な
情
報
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ブ
ロ
ッ
ク
別「
農
業
委
員
研
修･

交
流
会
」始
ま
る

 　

—

テ
ー
マ
は〝
農
地
と
担
い
手
を
活
か
す
委
員
会
活
動
〟—

平成22年度

NPO法人による再生利用活動で蘇った竹林を見学する農業委員
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京
都
府
農
地
相
談
セ
ン
タ
ー
は
、
��
月

６
日
、
京
都
市
の
上
賀
茂
神
社
で
「
農
地

の
よ
ろ
ず
相
談
」
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
京
都
市
農
業
委
員
会
が
「
京
の
農
林

秋
ま
つ
り
」
に
出
展
し
、
特
設
テ
ン
ト
で

委
員
会
活
動
を
Ｐ
Ｒ
す
る
一
環
と
し
て
、

〝
市
民
か
ら
の
農
地
相
談
〟
を
実
施
す
る

こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
農
業
会
議
（
府
農

地
相
談
セ
ン
タ
ー
）
と
農
業
委
員
会
が
協

力
し
て
取
り
組
ん
だ
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
多
く
の
市
民
が
テ
ン
ト
を
訪

れ
、
女
性
農
業
委
員
が
焼
い
た
京
野
菜
チ

ジ
ミ
を
食
べ
た
り
、
農
業
委
員
会
の
活
動

紹
介
パ
ネ
ル
を
見
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

農
業
会
議
の
相
談
員
は
、
市
民
農
園
・

体
験
農
園
・
田
舎
ぐ
ら
し
な
ど
の
相
談
�4

件
に
対
応
し
、
そ
の
他
に
情
報
提
供
を
行

い
ま
し
た
。

		　

農
地
相
談
セ
ン
タ
ー
支
援
員
と
し
て
、
早
６
か
月
が
経
ち
ま

し
た
。

　

丹
後
・
与
謝
地
域
、
宮
津
市
・
与
謝
野
町
・
伊
根
町
・
京
丹

後
市
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

農
地
法
改
正
や
事
務
の
適
正
化
通
知
等
に
よ
り
、
農
業
委
員

会
は
、
今
ま
で
以
上
に
農
地
・
農
業
に
つ
い
て
多
種
多
様
、
事

務
の
迅
速
適
正
化
等
の
業
務
対
応
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

事
務
局
の
体
制
は
、
専
任
職
員
・
兼
務
職
員
と
市
町
村
に
よ

り
異
な
り
ま
す
が
、
ど
ち
ら
の
体
制
に
お
い
て
も
、
非
常
に
厳

し
い
勤
務
体
制
に
は
変
わ
り
な
い
の
が
実
状
で
す
。

　

な
か
で
も
農
地
利
用
状
況
調
査
が
法
文
化
さ
れ
義
務
づ
け
ら

れ
ま
し
た
が
、
こ
の
地
方
で
は
、
高
齢
化
、
後
継
者
の
町
外
転

出
に
よ
る
耕
作
者
の
激
減
に
加
え
て
、
想
像
を
超
え
る
獣
の
増

加
に
よ
る
有
害
鳥
獣
被
害
が
年
々
増
加
し
、
農
地
保
全
対
策
の

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
農
業
の
振

興
・
継
続
だ
け
で
は
な
く
、
む
ら
・
地
域
の
存
続
に
影
響
を
与

え
か
ね
な
い
深
刻
な
状
況
で
す
。

　

本
地
域
で
は
、
農
地
や
農
業
は
、
基
幹
産
業
と
し
て
の
役
割

の
大
き
さ
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
む
ら
・
地
域
の
存
続
に
と
っ

て
も
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。
そ
の
な
か
で
、
支
援
員
と
し
て
、

農
業
委
員
さ
ん
と
事
務
局
が
、
従
来
の
農
地
法
に
お
け
る
対
応

の
み
な
ら
ず
、
地
域
に
お
い
て
新
た
な
役
割
を
担
え
る
よ
う
に
、

お
手
伝
い
や
委
員
会
相
互
の
連
携
役
と
し
て
お
役
に
立
て
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

 

支
援
員
を
紹
介
し
ま
す
２ 

　

増ま
す

田だ　

英ひ
で

雄お�

さ
ん

　
　

　

「
京
の
農
林
秋
ま
つ
り
」（
上
賀
茂
神
社
）
で 

　
　

農
地
の
よ
ろ
ず
相
談

　
　
　
　
　
　
　
　

︱
京
都
市
農
委
会
と
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
共
同
運
営
︱

市民農園や田舎ぐらしの相談に、たくさんの市民が訪れました
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京
都
府
農
業
会
議
（
草
木
慶
治
会
長
）

と
府
内
の
26
農
業
委
員
会
（
会
長
）
は
、

政
府
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
経
済
連
携
協

定
）
に
つ
い
て
「
関
係
国
と
の
協
議
を
開

始
す
る
」
と
決
定
し
た

（
��
月
９
日
）
こ
と
を
受
け

て
、
��
月
29
日
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ

へ
の
参
加
は
断
固
反
対
で

あ
り
、
絶
対
に
行
わ
な
い

こ
と
」
を
求
め
て
、
政

府
・
国
会
と
京
都
府
、
京

都
府
議
会
に
要
請
を
行
い

ま
し
た
。

◆　
　

◆　
　

◆

　

こ
の
要
請
を
受
け
て
、

京
都
府
議
会
は
、
�2
月
�6

日
、「
我
が
国
の
農
業
振
興

に
関
す
る
意
見
書
」
を
採

択
し
、
政
府
・
国
会
（
首

相
、
関
係
大
臣
、
衆
参
両

院
議
長
）
に
提
出
し
ま
し

た
（
下
に
掲
載
の
と
お
り
）。

　

意
見
書
で
は
、「
政
府
の

Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
関
係
国
と
の
協
議
を
開
始
す

る
決
定
は
、
農
業
・
農
村
が
大
き
な
打
撃

を
受
け
る
」
と
し
て
、「
希
望
を
持
ち
安

心
し
て
農
業
に
従
事
で
き
、
食
料
自
給
率

の
向
上
、
農
林
水
産
業
・
農
山
漁
村
の
振

興
に
対
す
る
実
効
あ
る
具
体
策
を
、
早
急

に
講
じ
ら
れ
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
」

と
し
て
い
ま
す
。

●“
田
舎
ぐ
ら
し
現
地

見
学
ツ
ア
ー
〟
開
催●

	

「
京
の
田
舎
ぐ
ら
し
ふ
る
さ
と
セ
ン

タ
ー
」
は
�2
月
�8
日
（
土
）、
田
舎
ぐ
ら

し
希
望
者
と
宮
津
市
、
伊
根
町
を
訪
ね
る
、

田
舎
ぐ
ら
し
現
地
見
学
ツ
ア
ー
を
開
催
し

ま
し
た
。

		

当
日
は
、
堺
市
な
ど
か
ら
�5
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

天
橋
立
を
一
望
す
る
一
等
地
や
伊
根
の

舟
屋
な
ど
の
空
き
家
物
件
の
見
学
を
し
た

り
、
京
の
田
舎
ぐ
ら
し
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー

（
奥
野
良
一
さ
ん
、
勅
使
河
原
道
子
さ
ん
）、

先
輩
移
住
者
、
地
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
里
山

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
世
屋
の
方
と
の
懇
談
会
を

行
い
ま
し
た
。

		

伊
根
町
立
筒
川
文
化
セ
ン
タ
ー
で
の
懇

談
会
で
は
、
昼
食
の
ぼ
た
ん
鍋
や
手
打
ち

蕎
麦
に
舌
鼓
を
打
ち
、
宮
津
市
の
里
山

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
世
屋
事
務
局
（
愛
称
：

ぶ
ー
た
ん
）
で
の
懇
談
会
で
は
、
世
屋
高

原
の
棚
田
や
宮
津
湾
を
望
む
絶
景
の
景
色

を
眺
め
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
、
先
輩
移
住

者
や
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
話
に
聞

き
入
り
、
活
発
な
質
問
が
出
て
、
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

　
　

農
業
会
議
、
府
内
26
農
業
委
員
会
の
連
名
で

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

︱
府
議
会
も
「
意
見
書
」
を
政
府
・
国
会
に
提
出
︱

Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
、
断
固
反
対
を
要
請
!
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会
議
員
の
異
動

〈
１
号
会
議
員
〉

　

木
津
川
市

　

新　

辻　
　

清
康
（
�0
月
１
日
）

　

旧　

河
村　
　

穆
（
９
月
30
日
）

　

精
華
町

　

新　

尾
𥔎　

平
宏
（
��
月
５
日
）

　

旧　

石
津　

愿
造
（
�0
月
3�
日
）

常
任
会
議
だ
よ
り

　

農
地
法
等
諮
問
案
件
の
審
議
の
ほ
か
、

次
の
課
題
を
協
議
し
ま
し
た
。

第
３
４
６
回
常
任
会
議
（
８
月
25
日
）

協
議

　

①	

平
成
23
年
度
京
都
府
農
林
施
策
へ
の

提
案
（
素
案
）
に
つ
い
て

第
３
４
７
回
常
任
会
議
（
９
月
29
日
）

報
告

　

①	

平
成
22
年
度
京
都
府
農
林
関
係
９
月

補
正
予
算
案
に
つ
い
て

協
議

　

①	

平
成
23
年
度
京
都
府
農
林
施
策
へ
の

提
案
（
案
）
に
つ
い
て

第
３
４
８
回
常
任
会
議
（
�0
月
27
日
）

報
告①	｢

水
田
の
保
全
と
担
い
手
に
関
す
る
農

業
委
員
ア
ン
ケ
ー
ト｣

の
結
果
に
つ

い
て

第
３
４
９
回
常
任
会
議
（
��
月
24
日
）

報
告①

Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
を
め
ぐ
る
動
き
に
つ
い
て

協
議①

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
に
関
す
る
要
請
決

議
に
つ
い
て

第
３
５
０
回
常
任
会
議
（
�2
月
22
日
）

審
議①

京
都
府
農
業
振
興
地
域
整
備
基
本
方

針
の
一
部
変
更
に
係
る
意
見
照
会
に

つ
い
て

報
告①

府
内
農
業
委
員
会
の
組
織
実
態
と
農

業
委
員
会
制
度
を
め
ぐ
っ
て

【
農
地
法
諮
問
案
件
の
審
議
件
数
】

（
8
～
��
月
）

第
４
条
2�
件	
１
７
，２
３
６
．１
６
㎡

第
５
条
74
件	
６
４
，５
２
４
．８
２
㎡

　

計　

95
件	

８
１
，７
６
０
．９
８
㎡

［
会
議
員
現
地
調
査
＝
７
件
］

８
月
�2
日
（
亀
岡
市
）、
�0
月
�2
日
（
与

謝
野
町
）、
�0
月
�3
日
（
亀
岡
市
）、
��

月
��
日
（
久
御
山
町
、
京
田
辺
市
）、

��
月
�6
日
（
京
都
市
）、
��
月
�7
日
（
与

謝
野
町
）

会
議
・
研
修
会
等
の
開
催

［
農
業
委
員
会
関
係
］

平
成
23
年
度
京
都
府
農
林
施
策
に
係
る
府

知
事
要
請	

（
�0
月
26
日
）

女
性
農
業
委
員
ブ
ロ
ッ
ク
別
研
修
会
（
中

丹
丹
後
＝
��
月
�7
日
、
南
丹
＝
同
�8
日
、

山
城
南
＝
同
25
日
、
京
都
乙
訓
山
城
北
＝

同
26
日
）

京
都
府
農
業
委
員
会
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
審

査
委
員
会	

（
�2
月
�3
日
）

ブ
ロ
ッ
ク
別
農
業
委
員
研
修
・
交
流
会

（
山
城
北
＝
�2
月
�6
日
、
京
都
乙
訓
＝
同

2�
日
）

［
担
い
手
協
議
会
関
係
］

「
農
の
雇
用
事
業
」
研
修
生
研
修
交
流
会	

	

（
南
部
＝
８
月
25
日
、
北
部
＝
同
26
日
）

「
農
の
雇
用
事
業
」
研
修
生
事
業
説
明
会	

	

（
南
部
＝
�2
月
2�
日
、
北
部
＝
同
22
日
）

集
落
営
農
会
計
セ
ミ
ナ
ー	

（
��
月
25
日
）

集
落
型
農
業
法
人
の
設
立
講
座	

	

（
�2
月
�0
日
～
１
月
28
日
）

［
田
舎
ぐ
ら
し
関
係
］

京
の
田
舎
ぐ
ら
し
講
座
・
交
流
会	

	

（
�0
月
30
日
）

田
舎
ぐ
ら
し
現
地
見
学
ツ
ア
ー	

	

（
�2
月
�8
日
）

出
版
案
内

【
農
業
会
議
の
出
版
物
】

『
あ
ぐ
り
る
ね
っ
さ
ん
す
』

▼
No.
８
２
（
２
０
１
０
年
秋
号
）

【
お
す
す
め
図
書
】

『
農
地
転
用
許
可
制
度
の
あ
ら
ま
し
（
改

訂
版
）』

●
制
度
の
内
容
や
手
続
き
を
わ
か
り
や
す

く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
　

コ
ー
ド
22—

36　
　

90
円

※
お
問
い
合
せ
は
農
業
委
員
会
事
務
局
又

は
農
業
会
議
ま
で

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

▼
第
３
５
１
回
常
任
会
議
（
１
／
26
）

▼
農
業
委
員
会
担
当
者
会
議
（
１
／
28
）

▼
丹
後
ブ
ロ
ッ
ク
農
業
委
員
研
修
・
交
流
会

（
2
／
2
）


